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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　１１月６日　（土）
司会者　川守田　弘子　　記録　藤原　英佳

	小向
	小林
	竹内
	清川
	橘
	三浦
	佐々木
	平間
	川守田

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	公休
	公休
	○
	○
	CD留守
	　公休
	○
	○

	久保
	天間
	橋本
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地
	上野（雅）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	公休
	公休
	○
	○
	産休
	公休
	準夜
	CD留守

	佐々木（孝）
	相馬
	加藤
	池田
	富澤
	石岡
	小笠原（麻）
	貝塚
	荻原

	準夜
	公休
	公休
	○
	　

CD留守
	公休
	CD留守
	深夜
	病欠

	小笠原（実）
	大嶋
	盛田
	鈴木
	沼山
	
	
	
	

	○
	公休
	病欠
	公休
	　深夜
	
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名
する事。

＜連絡事項＞

・日誌の確認物のサイン漏れが目立っています。各勤務で忘れずに記載しましょう。

・カルテチェックの為に付箋が多く貼ってあります。早めに確認の上、処理して

　下さい。

・BユニットからCユニットへ行くドアのブザーについて本日は点検のみ行います。

　状況によっては電子錠の交換が必要になるかもしれません。ブザーが鳴り続ける

　ようであれば、庶務へ連絡して下さい。

・個人情報保護委員会より、病棟巡視があります。個人情報が漏えいされている

　状況にならないよう、メモ用紙やカルテ、与薬カートの管理方法や個人情報が記され

ている用紙を再利用していないか等留意するようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・川守田　惇様～昨日入院となっています。八戸赤十字病院外科より以下の

　　　　　　　　注意事項が申し送られています。

　　　　　　　　①次回受診日（11月12日）まで創部のばんそう膏ははがさない
ようにしてください。

　　　　　　　　　はがれたら、似たようなもので代用し、創部の中心を押さえるように

　　　　　　　　　貼布。

　　　　　　　　②下腹部に水がたまる可能性あり。急激に膨らんでくるのでなければ

　　　　　　　　　様子みてＯＫ。（必要に応じて、受診時に針を刺して水を抜きます）

　　　　　　　　③下腹部に力がはいらないよう排便コントロールが必要。

　　　　　　　　④発熱等、感染症に注意が必要です。
　　　　　　　　全身状態、食事・水分摂取及び排泄状況の観察・確認を行いましょう。

・和田　敦子様～排泄コントロール目的の為、シンラック液処方となっています。

・藤田　金弘様～排泄コントロール目的の為、シンラック液処方となっています。

· 排泄状況の観察・確認を行いましょう。

・川井　ツセ様～副食を食べようとしない状況が続いています。副食の形態を変更して

　　　　　　　　摂取するか試行しましたが、やはり摂取しようとしていませんでした。　　　　　　　　　

　　　　　　　　粥を大盛りとして、食事摂取状況の改善を図る事としています。

　　　　　　　　うつ気分と食事摂取状況について観察・確認していきましょう。

＜SST評価・検討＞

・Aユニット～11月の短期目標の設定を行っています。自主的に発言する方が少ない

　　　　　　　状況でしたが、セッションの雰囲気には影響はありませんでした。

　　　　　　　SSTの目的を確認しながら設定しています。　

・Bユニット～11月の短期目標の設定を行っています。先月の目標について自己評価の

　　　　　　　低い方は同じ目標を設定しています。

・CDユニット～11月の短期目標の設定を行っています。先月の目標を覚えている方は

　　　　　　　　少数でした。普段消極性が伺える方に、ロールプレイ（挨拶）を

　　　　　　　　して頂いています。

















































